
広報白河　2013.７.15（H25）

　
節
電
・
省
エ
ネ
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
４

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本

を
作
っ
て
「
手
づ
く
り
絵
本
展
」

に
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時
　
①
７
月
28
日
㈰
、
②
８

月
４
日
㈰
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
場
　
①
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ

農
産
物
直
売
所
み
り
ょ
く
満
点
物

語
（
棚
倉
町
下
山
）、
②
ホ
テ
ル

＆
コ
テ
ー
ジ
白
河
関
の
里
（
表
郷

金
山
）

⃝
参
加
料　
１
冊
３
０
０
円
（
材

料
費
）

⃝

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

び
ゃ
っ
こ
い
村
手
づ
く
り
絵
本
実

行
委
員
会
（
藤
田
）
☎
０
８
０
︲

５
５
５
７
︲
７
０
７
２

⃝

日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日
／
午

前
６
時
20
分
～
７
時
（
食
事
）、
午

町
）

⃝

内
容
　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
相
談
、
震
災
に
関
す
る
相
談

⃝

申
込
方
法
　
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
（
月
～
金
曜
日
）。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
１
７
８
５

⃝

開
園
期
間
・
時
間
　
８
月
中
旬

ま
で
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

⃝

場
所
　
白
坂

⃝

料
金
　
▽
大
人
（
中
学
生
以
上
）

５
０
０
円　
▽
小
人
（
小
学
生
）

３
０
０
円　
※
持
ち
帰
り
料
金
は

別
途

問
同
園
☎
�
２
６
４
２

前
７
時
～
８
時
（
講
演
）
※
８
月

は
６
日
㈫
に
開
催

⃝

会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝

参
加
料　
１
、
０
０
０
円　
※

簡
易
バ
イ
キ
ン
グ
式
食
事
代
含
む

⃝

内
容
　
十
八
史
略
に
よ
る
人
生

訓
の
学
習
（
講
師
・
成な

り
た田
努つ

と
む

氏
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河
朝
粥
会

事
務
局
☎
�
０
０
０
１

⃝
日
時
　
８
月
１
日
㈭
、
９
月
５

日
㈭
／
午
後
５
時
～
８
時

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

⃝

日
時
　
７
月
23
日
㈫
～
12
月
17

日
㈫
（
毎
週
火
曜
日　
計
20
回
）

／
午
後
７
時
～
９
時

⃝

会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

⃝

定
員
　
30
人

⃝

参
加
費
　
１
、
４
７
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

⃝

申
込
期
限
　
７
月
23
日
㈫
ま
で

⃝

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１

４
／
白
河
手
話
サ
ー
ク
ル
「
草
原
」

渡わ
た
な
べ辺

☎
�
２
５
２
８
（
夜
間
の
み
） 　

市
職
員
人
事
（
７
月
１
日
付
け
）

▼
課
長
相
当
職
　

▽
総
務
部
付
課
長
（
白
河
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
派
遣
）　

岡
部
隆
彦

　
夏
は
、
冷
房
機
器
の
使
用
な
ど

で
電
力
の
使
用
量
が
増
え
、
発
電

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
増

加
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
球
温
暖

化
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

4

ま
ち
か
ど
伝
言
板

お
願
い

案
内

手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
（
基
礎
課
程
）

<愛の基金>
♥２万円　⻆田伸一　様（東千田）
♥３万円　邊見敏文　様（大）
♥５万円　我妻勇一郎　様（東釜子）
♥13万2千円  ミズキグループ㈱MJジャパンコー
　　　　　　　　  ポレーション 代表 松本正行　様
♥10万円  杉原常夫　様（中町）
♥５千円　金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
<小峰城城郭復元基金>
♥10万円  東産直の会企業組合　様
♥５万円　千駒酒造㈱　様
<歴史民俗資料館資料等取得基金>
♥１千円　白河史耕会　様
<ふるさと納税>
♥１万円　平岩栄一　様（埼玉県狭山市）
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会代表　小原英行　様
<図書館充実のために>
♥図書寄贈　
　久能　進　様（五番町川原）
　山下聖子　様（西郷村）
　上遠野のりえ　様（旭町）
　薗部　晃　様（いわき市）

善 意 の 窓

人
事

　

　農業者年金は加入者数の変化や財政事情に左右
されない、安全・安心な公的年金です。
《新しい農業者年金の特徴》
１　国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上

農業に従事する20歳以上60歳未満の方であれ
ば誰でも加入できます。また、農地を持ってい
ない農業者や家族従事者も加入できます。

２　自ら積み立てた保険料とその運用益により受
け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」
の年金です。

３　認定農業者など一定の要件を備えた方に対し、
保険料の国庫補助（政策支援）があります。

４　保険料は老後設計に応じて、月額２万円から
６万7,000円まで千円単位で自由に選択できます。

５　支払った保険料は全額（最高年額80万4,000
円）が社会保険料控除の対象になります。受け
取る年金も公的年金等控除の対象になります。

６　原則65歳から生涯年金が受けられ、80歳保
証付（加入者・受給者の方が80歳までに受け取
るはずであった年金を遺族の方に死亡一時金と
して支給）の終身年金です。

　※加入申し込みやご相談は、最寄りの農業委員
　会、ＪＡにお問い合わせください。

　問農業委員会事務局　内2241

農業者の皆さんへ
新しい農業者年金に加入しましょう

夏
の
節
電
・
省
エ
ネ

手
作
り
絵
本
講
習
会

白
河
司
法
書
士
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

朝あ
さ
が
ゆ
か
い

粥
会

白
河
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
のヒ

ル丘
開
園


